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消
費
税
増
は
国
民
へ
の
背
信

果
、
大
企
業
は
２
６
６
兆
円

も
の
法
外
な
利
益
を
た
め
込

ん
だ
一
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
年
収
は
50
万
円
以
上
減

少
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
42
兆
円
、
税

収
も
10
兆
円
以
上
落
ち
込
む

な
ど
、
国
力
の
衰
退
を
引
き

起
こ
し
た
。
新
自
由
主
義
政

策
で
は
、
国
民
の
生
活
も
、

経
済
の
回
復
も
望
め
な
い
。

　

協
会
は
、
大
企
業
を
過
剰

に
保
護
す
る
優
遇
税
制
や
大

型
公
共
事
業
な
ど
の
無
駄
遣

い
を
是
正
し
、
社
会
保
障
を

拡
充
す
る
よ
う
予
算
の
組
み

替
え
求
め
る
。「
構
造
改

革
」
か
ら
脱
却
し
、
国
民
生

活
を
軸
に
し
た
内
需
主
導
の

経
済
政
策
へ
転
換
を
訴
え
て

い
く
。

か
、
口
裏
を
合
わ
せ
た
よ
う

に
「
一
体
改
革
」
の
推
進
を

迫
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
１
日

付
の
全
国
紙
の
社
説
は
、

「
取
り
組
む
べ
き
は
…
一
体

改
革
」（
朝
日
）
の
よ
う

に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
財

界
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
、
国
民
の
生
活
苦
を
軽
減

す
る
主
張
が
見
ら
れ
な
い
。

　

97
年
の
消
費
税
増
税
以

来
、
国
際
競
争
力
強
化
と
し

て
非
正
規
雇
用
拡
大
や
大
企

業
減
税
、
規
制
緩
和
、
社
会

保
障
費
削
減
な
ど
の
「
構
造

改
革
」
が
進
め
ら
れ
た
。
結

公
共
事
業
や
軍
事
費
、
大
企

業
・
大
資
産
家
減
税
を
消
費

税
で
賄
う
こ
と
は
、
国
民
へ

の
背
信
行
為
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

　

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
大

手
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
公
約

違
反
を
批
判
す
る
ど
こ
ろ

し
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
素
案
」
で
は
、
14
年
に

８
％
、
15
年
に
10
％
へ
の
引

き
上
げ
を
示
し
た
。
政
府
は

「
社
会
保
障
財
源
」と
言
い
な

が
ら
、
素
案
で
は
社
会
保
障

「
改
悪
」
が
目
白
押
し
だ
。

　

09
年
の
衆
院
選
で
、
民
主

党
は
「
無
駄
を
削
れ
ば
財
源

は
あ
る
」「
４
年
間
は
消
費

税
増
税
し
な
い
」
と
公
約
し

た
。「
構
造
改
革
」
に
疲
弊

し
た
国
民
は
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」「
国
民
の
生

活
が
第
一
」
を
掲
げ
た
民
主

党
に
国
政
を
委
ね
た
。
大
型

％
）。
国
民
へ
は
負
担
を
押

し
付
け
る
が
、
国
民
向
け
予

算
は
減
ら
す
。
24
日
か
ら
国

会
審
議
が
始
ま
っ
た
政
府
の

２
０
１
２
度
予
算
案
に
は
、

目
を
覆
い
た
く
な
る
。

　

極
め
付
き
は
消
費
税
の
大

増
税
だ
。
６
日
に
閣
議
決
定

来
年
度
予
算
案

　

原
発
推
進
に
４
２
０
０
億

円
、
八
ツ
場
ダ
ム
（
事
業
費

９
千
億
円
）
の
建
設
再
開
、

思
い
や
り
予
算
を
含
む
在
日

米
軍
駐
留
経
費
７
千
億
円
、

大
企
業
・
大
資
産
家
に
は
１

・
７
兆
円
減
税
…
…
。
一

方
、
国
民
に
は
、
年
金
支
給

額
削
減
、
所
得
税
増
税
、
所

得
控
除
の
廃
止
、
介
護
保
険

料
値
上
げ
な
ど
負
担
増
。
診

療
報
酬
改
定
で
も
、
ネ
ッ
ト

で
ゼ
ロ
（
０
・
０
０
４

12
月
度
生
涯

研
修
講
座

非歯原性疼痛の診断法を解説
部位や頻度で痛みを評価

　

臨
床
学
術
部
は
、
静
岡
市

立
清
水
病
院
口
腔
外
科
の
井

川
雅
子
氏
を
講
師
に
、
生
涯

研
修
講
座
「
原
因
不
明
の
歯

痛
・
顔
面
痛
を
ど
う
診
断
す

る
か
」
を
２
０
１
１
年
12
月

11
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の
１

５
７
人
が
参
加
し
た
。

　

歯
を
原
因
と
し
な
い
非
歯

原
性
疼
痛
や
顎
関
節
症
に
似

た
神
経
性
疼
痛
を
理
解
す
る

こ
と
で
誤
診
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
無
用
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
代
表

的
な
疾
患
と
し
て
、
群
発
頭

痛
、
三
叉
神
経
痛
、
舌
咽
神

経
痛
、
非
定
型
性
歯
痛
を
挙

げ
た
。
痛
み
を
評
価
す
る
方

法
と
し
て
、
①
部
位
②
痛
み

の
性
状
③
痛
み
の
強
さ
④
持

続
時
間
⑤
頻
度
（
回
数
）
―

―
を
注
意
深
く
問
診
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

群
発
頭
痛
は
、
上
顎
最
後

臼
歯
部
の
激
烈
な
痛
み
を
訴

え
る
た
め
、
抜
髄
か
ら
抜
歯

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
た

だ
し
、
痛
み
の
発
生
に
周
期

性
が
あ
り
、
１
カ
月
程
度
の

期
間
、
１
日
１
〜
２
回
、
約

１
時
間
、
激
烈
な
痛
み
が
片

方
の
目
を
中
心
に
上
顎
臼
歯

部
側
頭
部
に
発
生
す
る
。
診

断
が
つ
け
ば
治
療
法
（
外
科

手
術
や
薬
物
療
法
）
で
改
善

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
叉
神
経
痛
は
、
最
も
誤

診
が
多
い
と
の
こ
と
。
特
徴

は
50
歳
以
上
、
痛
み
は
秒
単

位
の
激
烈
な
痛
み
、
部
位
は

三
叉
神
経
２
〜
３
枝
（
上
顎

犬
歯
、
下
顎
小
臼
歯
）
で
ト

リ
ガ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
れ
ば
Ｐ

ｕ
ｌ
で
は
な
く
て
三
叉
神
経

痛
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と

の
こ
と
。

　

ほ
か
に
も
舌
咽
神
経
痛
や

非
定
型
歯
痛
の
特
徴
や
治
療

法
を
解
説
し
た
。
診
断
は
で

き
な
く
て
も
鑑
別
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

そ
の
た
め
に
は
注
意
深
い
問

診
と
あ
る
程
度
の
病
態
に
対

す
る
知
識
は
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
歯
科
医
で
は
治
療
が

で
き
な
い
部
分
も
あ
る
の

で
、
内
科
医
と
の
連
携
の
必

要
性
を
実
感
し
た
。

　

最
後
に
「
口
腔
顔
面
部
の

痛
み
の
診
断
と
治
療
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//
orofacialpain.info/

）
で
問

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

は
、「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の

対
応
〜
他
院
で
治
療
を
受
け

た
患
者
さ
ん
へ
の
対
処
法
」

を
２
０
１
１
年
12
月
８
日
に

開
い
た
。
講
師
は
、
高
石
市

開
業
の
中
島
康
氏
で
、
同
氏

の
診
療
所
で
開
催
し
、
25
人

が
参
加
し
た
。

　

中
島
氏
は
「
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
10
年
生
存
率
は
82
〜
94

％
で
あ
り
、
エ
ン
ド
病
変
治

療
が
成
功
し
た
歯
の
生
存
率

92
〜
93
％
よ
り
も
低
い
。
安

易
に
抜
歯
す
る
の
で
は
な

く
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
す
で

に
歯
が
な
い
と
こ
ろ
に
入
れ

る
ほ
う
が
い
い
」と
述
べ
た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
合
併
症

と
し
て
①
早
期
喪
失（
火
傷
、

周
囲
の
感
染
、
過
剰
な
負

担
）
②
手
術
に
お
け
る
合
併

症（
歯
肉
、粘
膜
、骨
の
損
傷
）

③
生
物
学
的
合
併
症
（
感

染
）
④
機
械
的
合
併
症
（
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
体
の
破
折
）
―

―
な
ど
を
挙
げ
、
回
避
方
法

を
解
説
。
術
前
の
十
分
な
診

査
を
怠
る
と
、
医
療
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
し
た
際
に
対
応
が

困
難
に
な
る
と
述
べ
た
。
現

在
、
口
腔
内
の
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
は
４
０
０
万
本
と
言
わ

れ
、
３
割
に
何
ら
か
の
治
療

が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

術
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
、
３
〜
４
カ
月
周
期
で
、

プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
時
の
出
血
、

排
膿
の
有
無
、
エ
ッ
ク
ス
線

に
よ
る
骨
吸
収
な
ど
の
順
で

検
査
す
る
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

周
囲
粘
膜
炎
が
あ
れ
ば
徹
底

　

南
河
内
地
区
は
、
松
原
徳

洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
の

竹
内
憲
民
氏
を
講
師
に
２
０

１
１
年
12
月
３
日
、
保
険
医

会
館
で
講
習
会
を
開
い
た
。

テ
ー
マ
は
「
歯
科
診
療
所
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
―
診
断
・
処

置
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
」

と
、
大
変
興
味
の
あ
る
内
容

だ
っ
た
。
悪
天
候
の
な
か
、

会
員
10
人
が
参
加
し
、
講
演

に
耳
を
傾
け
た
。

　

日
常
の
診
療
で
は
、
な
か

な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

ま
れ
な
腫
瘍
や
外
傷
、
骨
疾

患
の
診
断
・
処
置
に
関
し
て

具
体
的
な
自
験
例
を
紹
介
。

ま
た
、
最
新
の
３
Ｄ
―
Ｃ
Ｔ

の
有
用
性
や
他
の
画
像
診

断
、
病
理
診
断
を
提
示
し

た
。

　

最
近
の
画
像
の
進
歩
に
は

驚
か
さ
れ
た
。
顔
面
神
経
麻

痺
の
考
え
方
や
抗
血
栓
療
法

患
者
の
抜
歯
に
対
す
る
最
新

の
エ
ビ
デ
ン
ス
も
示
し
、
止

血
困
難
な
場
合
の
対
処
法
に

つ
い
て
も
詳
細
に
説
明
し

た
。
特
に
肝
疾
患
の
患
者
は

思
わ
ぬ
出
血
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
た
。

　

参
加
者
に
は
学
校
保
健
に

詳
し
い
先
生
も
お
り
、
学
校

内
の
事
故
で
来
院
し
た
患
者

に
対
す
る
歯
科
医
師
の
具
体

的
な
対
応
方
法
の
意
見
も
聞

く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
講
演
だ
っ
た
。

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

的
に
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
周
囲
炎
に
進
行
し
て

い
れ
ば
、
Ｆ
Ｏ
ｐ
を
す
る
な

ど
、
動
画
を
交
え
て
解
説
が

あ
っ
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

診
法
、
鑑
別
診
断
に
つ
い
て

詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
と

紹
介
が
あ
っ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

非歯原性疼痛の診断は部
位や痛みの強さを注意深
く問診することが重要と
指摘する井川雅子氏＝12
月11日、Ｍ＆Ｄホール　

堺・高石・
和泉地区

南河内
地　区

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の

ト
ラ
ブ
ル
対
応
を
解
説

歯
科
処
置
の
落
と
し
穴

具
体
例
示
し
注
意
喚
起
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